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【団体概要】厚木市内の社会福祉施設相互の連携強化及び情報交換、研修の場として平成 9年に任意で組織 

され、67の施設等（高齢者福祉施設：16、保育園等の児童福祉機関：20、知的障がい者福祉施設：12、障がい者 

就労支援事業所：18、社会福祉協議会：1）が加入し、厚木市社会福祉協議会が事務局を担っている。 

実施事業としては①社会福祉関係者のつどいが年間 1回程度で厚木市長や庁内関係職員と社会福祉協議会との

交流事業。②職員研修会として年 1回程度で加入施設職員を対象に実施しています。 
  

 日 時 2018年（平成 30年） 1月 26日（金）  18：30～20：00  

 場 所 神奈川県厚木市中町 1-4-1  厚木市保健福祉センター 6階ホール 

 主催者 厚木市社会福祉連絡会 

 出席者 日本防災士会横浜支部（今井支部長、徳江副支部長、長沼副支部長、飛田役員）  

 参 加 者 合計：９９名 高齢者福祉施設、児童福祉施設、知的障がい者福祉施設、障がい者就労支援事業所、 

厚木市社会福祉協議会の各担当者・関係者。 

 

    

【職員研修会について】 

職員研修会の過去 4年間のテーマは平成 25年度：防災をテーマ、・平成 26年度：接遇をテーマ、 

・平成 27年度：施設ＢＣＰをテーマ、・平成 28年度：施設における食中毒予防がテーマでした。 

今回平成 29年度のテーマとして「福祉施設における防災対策と施設の危機管理」の依頼になりました。 

25年度の防災テーマからより一層施設に直結した内容を心掛けました。 

 

 

【今回の研修会概要】 

パワーポイントによる講習を中心に 1時間 20分間の内容でした。前半は防災知識として地震履歴、地震メカニズム等

を解説、中盤から演題に沿った解説です。参加者は全員が社会福祉に関係する方々で福祉施設の特性、マニュアル

の難しさを考慮した防災の心構えなど解説しました。終盤は家庭防災としての知識でまとめました 

 

 

   

 

     

【厚木市社会福祉協議会・臼井様より】 

今日の研修会では災害がいつ、どこで起こってもおかしくない今日、福祉施設での減災、利用者への配慮、 

心のケアなど施設での取り組みについて、貴重な講演で懇切な説明があり充実した内容の研修となりました。 

有難うございました。 

 

  
 

厚木市社会福祉連絡会「職員研修会」実施報告 
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【今井支部長より】 

  今回の職員研修会につきましては「厚木市社会福祉連絡会」主催の福祉施設に勤務する職員を対象に危機管

理対応能力の構築、防災マニュアルの見直しなどについて、また過去の災害状況や災害事例を取り入れた防災・

減災を考え、自助・共助の輪・地域との繋がり大事である事などを講演致しました。 

 

  

報告者：長沼重雄 
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今井支部長・徳江副支部長・長沼副支部長 


